
第2回 三池港の機能強化と地域にもたらす効果に関する検討会を開催

検討会の様子

○本検討会は、海上輸送網の拠点として機能する港湾が地域にもたらす効果を定量的・定性的に分析し、事例として整理
することを目的に設置したもので、第２回検討会を２月１日に開催した。

○検討会では、事務局から、三池港整備の変遷や三池港がもたらす地域活性化と雇用創出の効果等について説明し、構成
員から「今回明らかになった効果を今後活かしていくことが重要」、「検討会の成果を活用して三池港をPRしてい
きたい」等の意見があった。

○本検討会は、今回が最終回で、成果について概ね了承されたことから、構成員より頂いた意見等を反映の上、成果を2
月中旬頃に公表する予定。
第2回三池港の機能強化と地域にもたらす効果

に関する検討会
日時：令和6年2月1日(木)13:00～15:00
場所：九州地方整備局博多港湾・空港整備事務所
議事：
（１）第1回検討会の振り返り
（２）三池港の経済波及効果の推計結果について
（３）三池港の機能強化と地域にもたらす効果について
（４）意見交換

【学識者】
辰巳 浩 福岡大学 理事・工学部長 教授

【団体】
田中丸 栄治 大牟田商工会議所 まちづくり委員会 委員長
津川 光美 三池貿易振興会 専務理事
安藤 寿英 三池港物流株式会社 代表取締役社長

【行政関係】
佐々木 大介 福岡県県土整備部 港湾課課長
長友 和也 福岡県南筑後県土整備事務所 所長
吉田 尚幸 大牟田市 産業経済部 部長
森住 直樹 九州地方整備局 博多港湾・空港整備事務所 所長

【事務局】
九州地方整備局 港湾空港部 クルーズ振興・港湾物流企画室

構成員一覧

〇第2回検討会における主な意見
・経済波及効果は、コンテナ貨物とバルク貨物の内訳を示した方が分かりやすい。
・今回明らかになった効果を何に活かすかが重要であり、PRする場所や方法を検討し、
今後の三池港の発展に活用して頂きたい。
・今後の港湾機能強化にも取り組んで頂きたい。
・今回明らかになった経済効果を活用してポートセールスに取り組んでいきたい。
・三池港背後の道路ネットワークなどインフラ整備にも引き続き取り組んでいきたい。
・三池港の機能や効果が明らかになったため、一般の方々へもPRし三池港を活用して
頂く、知って頂く機会に繋げていきたい。

写真左奥から佐々木委員、長友委員、吉田委員、森住委員 写真右奥から辰巳委員、津川委員、安藤委員


